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１． 序章 
＜研究目的＞ 
古くから漁業を生業とする漁村集落がどのような成り
立ちで現代まで残存しているのか、地理的環境、空間シ
ステム、歴史的環境を踏まえつつ集落の都市構造を読み
解き、既往研究と比較することで、漁村集落の地域にお
ける共通点及び独自性を明らかにしていく。 
＜研究方法＞ 
銚子市において、東側に突き出た半島部を調査範囲と
定め、半島部に存在する主要な港を主として調査地を分
類し、その分類された地域ごとに姓名の分布・変遷・起
源を調査し、漁村集落の構造の特色を自分なりに考察し
ていく。 
２． （宮城県女川町における既往研究の整理と
考察） 
宮城県石巻市の東側に位置し、漁港や商港に適した日
本有数の港である女川港を中心に発展してきた女川町は、
指ヶ浜、御前浜、尾浦、竹浦、桐ケ崎、女川浜、石浜、
宮ヶ崎、浦宿、鷲神浜、小乗浜、針浜、高白浜、横浦、
大石原浜、野々浜、飯子浜、塚浜、出島、江島による 20 の
集落から構成されている地域である。 
女川町の集落形成の特徴として、姓名の他地域への勢力
拡大がなく、集落内の多くが一つの姓名で構成されてい
ることが挙げられる。また、港の築港を機に、集落内で
の独立した集落形成であったものが、港中心部へと流出
し、姓名の勢力拡大が見られ、多くの姓名が女川港中心
部では存在するという集落形成が挙げられる。 
３． 銚子市について 
 
３．１ 銚子市の概要 
銚子市は、千葉県の最東端に位置するだけではなく、
関東平野の最東端に位置する。 
中世までは、農業と漁業を営む自給自足の単なる漁村集
落であった。したがって、本論文では、銚子市が急速に
発展していった近世以降に主題を置き、調査を進めてい
くこととした。 
銚子の特色としては、紀州（和歌山）からの移民によっ
て繁栄した集落で、古くから漁業と醤油製造業が盛んな
漁村集落であり、江戸時代には利根川水運の重要な交通
拠点として繁栄してきた街である。 
本論文では、主な港を含む東に突き出た銚子半島部が本
論文の調査地とし、銚子半島を銚子港や内陸部、外川漁
港のある外川エリア等、６つのエリアに分類し、エリア
ごとに分析を進めていくこととした。 
 
 
 
図１ 
３－２．紀州人による銚子開発 
一僻地に過ぎなかった銚子港が、今日のように繁栄し
ているのは、紀州人の功績によるところが大きい。寛永
正保の頃、紀州人崎山某というものが来銚して、漁業を
経営し、成功した。それ以来、紀州人の来住が増加した。
銚子はその利益を受けて、商工業が発展し、戸数も増加
し、東海一の都会に成長した。 
銚子が江戸時代に関東地方有数の商工業都市に発展した
のは、紀州から来住した人々が漁業や醸造業を始め、商
工業を起こし、子孫に至るまで営々努力したことによる
ところが大きい。 
徳川家康に江戸開府によって、政治・文化の中心は関東
に移った。西日本の人々の関東移住は、この頃から盛ん
になった。中でも著しいのが、紀州人の房総への出稼ぎ
である。特に漁民の間では関東近海のイワシ漁場が注目
されだした。江戸の初期から綿花、タバコ、あぶらなな
どの商品作物の栽培がさかんになった。良い品質の作物
を得るためには、肥効の高い肥料が必要であり、魚肥の
需要が増大すると、漁民はイワシを求めて、房総の半島
部から九十九里へと進出し、最後に達したのが、銚子半
島である。紀州人の来銚は、江戸開府に前後する文禄、
慶長の頃に始まると言われている。初めは漁民がぼつぼ
つと渡ってくる程度であったが、元和、寛永のころには
集団的にやってきて、任せ網やカツオ釣をした。だいた
い春にきて秋には紀州へ帰っていったが、次第に定住す
るものが出てきた。 
紀州人の大量移民の契機は崎山治郎右衛門による外川浦
の開発であろう。明暦二年（１６５６年）紀州広村から、
飯沼に来居した崎山治郎右衛門は、数年後に外川築港を
完成する。自らも外川に移り、郷里から多数の漁師を招
き寄せ、「外川千軒」の繁栄をもたらしたのである。享
保１５年（１７３０年）の記録によると、外川浦居住者
２５０人余りのうち、紀州出身者が１５８人、６５％を
占めるが、その中で圧倒的に多いのが、広村の７７人と
湯浅村３９人である。一方、商工業の分野での紀州人の
活躍もめざましい。正保２年（１６４５年）紀州広村の
浜口家が荒野村に来て、醤油産業を始めたと言われてい
る。これが銚子のヤマサ醤油の初めである。このように、
銚子において今日まで続いている産業の漁業と醤油産業
の発展は紀州人によって発展させられたのである。 
３－３．利根川水運の発達 
江戸の生命線は東北米に大きく依存したが、その廻米
をはじめ種々の物資輸送は、外洋を房州へ廻って東京湾
へ入るのが、早くから行われていた航路のようである。
しかしこれには難破や延着が多く、事故を起こさずに入
港することが少なく、幕府当局も非常に困ったが、利根
水路開通による船運は、これらの欠を補って、時日の短
縮と安全度の増大から利用率は盛んにならざるを得ない。
こうして仙台はじめ東北各地の米穀の江戸廻送が多く銚
子経由となり、また外洋廻りも必ず銚子に寄港したので、
その賑わいと繁昌は一段と加わるに至った。「寛永年間
は利根河航運の一大盛大になった時期で、沿浜の木下河
岸なども此時より盛大になったという。まして銚子は立
務場も出来、外海廻り（房州廻り）内川廻り（利根川廻
り）共に一度はこの地を経過することになったから、新
しく人家も出来、町も一層広くなったことであろう。立
務場が出来てから１２年の後なる寛文１３年（延宝元）
の検地には、飯沼だけでも４０人の百姓屋敷に縄を入れ
た。清水坂の井戸を修繕して町民に清良の水を供給した
のも此翌延宝２年である」と『銚子港の発達』に記され
ている。 
利根川筋の各地には高瀬船が置かれ、従来の船が絶え間
なく行き交うようになった。飯沼に四十九艘、高田に三
十八艘、野尻に四十一艘の高瀬船がひしめくという賑や
かさで、問屋も飯沼は十余軒に及んだ。高瀬船は五、六
百俵積の小型から九百俵の大型までもあり、十二反帆を
あげて舟子四人乃至六人で帆走した。当時は江戸通いの
これらの船を指して「利根川の直線」と呼んだ。 
物資の輸送は陸運に比すれば、水運の方が大量に且つ運
賃も低廉で済むことと、途中の荷損傷が少ない等の利点
が挙げられる。加えて陸運は何かと障害が多く、輸送の
円滑を欠きがちであった。その尤もなるものは、武士の
荷物の優先や年貢米の輸送であって、これは時に交通機
関を独占し、一般民需は何日も放置されるものが常であ
った。このような実情からも、水運が民間輸送に珍重さ
れ発達する理由があったのである。 
こうして、利根川水運の発達によって、銚子は水運の重
要な拠点として発展していったのである。 
４．近代の銚子 
 
４．１ 運輸交通の躍進 
銚子川口の水深は満潮時１１尺、干潮時は８．９尺に
過ぎないため、河港に出入りする船舶はおのずから制限
を受け、江戸時代から１５０積以下に止まっていた。従
って明治以降、大型巨船の発達するにつれ、奥羽地方の
諸物資や廻米などは外洋を通過して寄港することなく、
その方面からのかつての港銚子の殷賑は見られなくなっ
た。しかし、新文明の花形とも云うべき蒸気船の登場は、
旧来の高瀬舟による利根水運に、一大革新をもたらすに
至った。明治７年、利根川沿岸の輸送交通を掌握して利
益を収得する目的をもって、汽船利根川丸が回航された
のを皮切りに、個人企業の就航汽船数は増加していった。
そして同業者間に激しい競争が起こり、互いに賃金を値
下げして貨客の争奪を演じ、共倒れの佳境におちいる有
様であった。そこで明治１４年１２月、これを憂えた町
の有志間に銚子汽船株式会社を設立して一本化すること
が企画され、翌年１月開業を見た。このとき、この事業
に最も賛意を表したのは明治の先覚者である浜口儀兵衛
（梧陵）で、自ら資金を出し、会社の設立を助けた。こう
して初めて東京と利根・江戸両川の沿岸並びに北浦・霞
ヶ浦の各地を結ぶ交通運輸の便が開かれるようになった。
これは従来の小規模な、しかも長時日を要する交通情勢
を一変させ、銚子をはじめ沿岸各地の発展に資するとこ
ろも少なくなかった。 
明治２０年１１月利根運河株式会社を設立し、千葉県東
葛飾郡新川村深井新田から同郡田中村船戸に至る地峡を
開墾したことは、銚子から東京への航路を非常に短縮す
るを得て、水運に大きく影響した。この運河のおかげで、
利根川から江戸川に通ずる船舶は、関宿を迂回せずに済
み、その航路と時間を著しく短縮することが出来たので
ある。 
４．２ 総武鉄道の開通 
明治維新と共に流れ込んだ文明の波は、日本の交通機
関を根こそぎひっくり返してしまった。岡蒸気と呼ばれ
た汽車が登場したがためである。 
明治５年の新橋・横浜間の開通を皮切りとし、新時代の
先端をゆく最も有望な民間事業として、全国各地に鉄道
会社が設立されていった。時は日本資本主義経済の勃興
期、これも黎明日本の辿らねばならぬ社会的必然であっ
た。東京小岩を起点として総ノ国を横断、銚子に来たる
総武鉄道株式会社も、また此の機運に乗って出来上がっ
たのである。 
佐倉・銚子間・・・明治２７年７月仮免許（２８年１
２月４日敷設免許） 
 佐倉・成東間（１３マイル２７チェーン）・・・明
治３０年５月１日開通 
 成東・銚子間（２７マイル１３チェーン）・・・明
治３０年６月１日開通 
 銚子・新生間貨物船（２８チェーン）・・・明治３３
年３月２８日開通 
総武鉄道は明治４０年９月１日、国有鉄道法によって政
府に買収され、以来今日に至っている。未開業線を含む
路線の総延長は７４マイル７３チェーンであった。これ
に車両４８９と職員１０６４名がそのまま国有鉄道に引
き継がれた。開通当初の銚子・本所間の所要時間は、約
５時間を費やした。今日から見れば驚くべき鈍行列車で
あるが、何しろ当時は１８時間の利根川汽船に身を任せ
て東京通いをしていたことを考慮すると、人々はこのス
ピードに驚嘆したものである。国有となってからは、列
車の改善と共に短縮され、大正４年の時刻表によると４
時間半前後となっている。鉄道の登場によって、町も人
も豊かに発展していったのである。 
４．３ 港の沿革 
銚子港は純然たる河口港で、利根川の出口を構成する
千葉県銚子側河岸と茨城県波崎側河岸一帯が、古来船舶
の碇泊に利用されるところから興った。従って当初は、
波浪を避けるため河口より上流の地帯が、専ら繋留港と
して栄えており、そしてその繁昌も江戸の興隆以降のこ
とである。衣川（後の鬼怒川）下流の安是ノ海と呼ばれ
た流海時代は勿論、ずっと下って中世に至る頃までは、
古道も野尻・高田あたりに集中して、そこから常陸に連
絡したこととも、そこが渡津として栄えたと思われ、こ
れを銚子港の濫觴とみなすことが出来るだろう。 
もともと微々たる沿岸漁業と、猫額大の農耕地によって
生計を営む一寒村に過ぎなかった当時、この地方一帯の
漁船の集まり散ずる程度であったと思われる。これが諸
国船舶の往来は、全く江戸開府前後のことであった。関
西漁人、特に紀州漁夫の近海出稼ぎと転住が半島の漁業
を復興させ、江戸の発展にともなう奥羽廻米の船舶がこ
こを中継港として利用するようになって一転今日の河港
都市としての基盤が築かれたのである。しかしながら湾
港と異なって河口の沿岸利用の港として、不便と不都合
がすこぶる多く、築港や改良工事の議は江戸以来しばし
ば目論まれた。北岸は鹿島灘砂浜の先端が一大長堤をな
して河口を扼しており、南側は一ノ島・二ノ島を主とし
て一帯の岩礁を隠見するありさまに加え、太平洋の怒涛
さかまいて利根の流水が激しく、澪筋の変動も常なく、
難破転覆が絶えなかった。 
この危険を見かねて、度重なる協議と設計変更が行われ、
今日では銚子半島の沖合が太平洋屈指の漁場であること
が認識され、南は四国・九州から北は宮城・岩手に及ぶ
各地の出漁船の根拠地となるに至った。 
２０余年、設計変更も数次にして予算の削減・縮小を余
儀なくされ、当初の予定とは全く違ったものとなったが、
ともかく有数の漁港としての機能を具備する港が昭和１
４年に出来上がった。 
 
 
 
図２．銚子港 
（出典：千葉県 HPより） 
 
 
 
 
 
 
 
５．銚子の姓名分布 
調査地と定めた銚子半島部分を６つのエリアに分類し、
各エリアごとに住宅ゼンリン地図を用いて、姓名分布を
作成し、姓名の特徴を読み解いていった。 
姓名の分類としては、銚子発展に非常に密接な関わりの
ある紀州由来の姓、そして、南部で多く見られた加瀬姓・
山口姓・白土姓・田村姓の５つの姓名の分布を元に集落
を読み解く。 
紀州姓の判別方法としては、銚子市史及び木国会史に記
載され、判明している１１３種類の姓名（青柳・阿尾・
網代・阿天坊・網中・阿瀬・赤胴・印南・岩崎・伊東・
泉・岩見・岩田・岩瀬・石田・石川・飯島・内蔵・梅田・
梅野・内山・江畑・江戸・岡本・尾張・尾鷲・小野田・
大久保・大崎・大塚・折茂・加藤・鴨川・鴨野・加茂・
川島・川口・加田・唐子・垣内・楠本・黒田・熊野・久
世・国仲・郷・駒崎・小林・崎山・斎藤・佐藤・佐原・
三辺・汐田・信太・白川・島津・鈴木・田辺・竹内・竹
中・高野・田杭・武内・滝川・高橋・千代田・津久浦・
塚本・土谷・鶴岡・戸木・名島・成川・中池・中村・西
広・根本・原・浜口・浜崎・林・長谷川・日高・樋口・
広田・広野・広次・深井・船倉・堀田・丸山・松下・松・
丸谷・前田・桝・宮内・宮本・宮沢・三浦・三好・見山・
美呂津・水崎・森口・八木・柳・山崎・湯浅・湯川・吉
川・若山。） 
を紀州姓として分類することとした。 
姓名分布から、高神地区や外川・長崎エリアの銚子半島
南部においては、加瀬姓・山口姓・白土姓・田村姓の姓
名が多く分布していることが読み取られ、この４つの姓
名に関しては、銚子半島北部ではあまり分布が見られず、
南部に根付き多く見られる特徴が見られることが考察さ
れた。 
対して、銚子半島北部では、利根川水運で栄え、多くの
地方からの往来が活発であったため、無数の姓名で構成
されている、紀州姓に関しては銚子半島全域に一貫して
集落に分布していることが分かり、銚子全域に深く根付
いていることが考察された。 
 
 
 
図３ 
 
６．比較考察 
女川町と銚子との類似点として挙げられるのは３つで、
１つ目は、銚子も女川町も古くから漁業を営む漁村集落
であり、川岸沿いや海岸沿いに集落を形成している点。
２つ目は特定の姓名で集落が形成されている点であり、
女川町においては、集落の約９割が一つの姓名で構成さ
れる集落もいくつかあり、特定の姓名で集落が構成され
ている。銚子においても特に南部の高神地区や外川・長
崎エリアでは、いくつかの特定の姓名で集落が構成され
るという古い漁村集落の特徴が見られる。３つ目は港の
開発によって姓名の流入が活発になる点であり、女川町
は、昭和に入り、女川港が築港されることによって、そ
れまで集落内での独立した集落形成がなされていた姓名
が女川港周辺の中心部に流入していく動きが活発になっ
た。銚子においては港の発達が、江戸時代であり、年代
は異なるが利根川水運の発達によって、銚子港が活性化
し、利根川沿いの各集落の姓名や東北地方の姓名など多
様な姓名の流入が活発になった点が類似していると考え
られる。 
女川町と銚子との相違点としては、他地域からの姓名の
流入と町の繁栄で、女川町は女川町の集落内に存在して
いた姓名が、港の築港を機に港中心部に流入する動きが
見られたが、銚子に関しては、銚子港の活性化によって、
集落内ではなく、利根川沿いの各集落や九州、東北地方
などの他地方からの姓の流入が激しくなったことが女川
町と異なる。また、港としての機能が異なり、女川港の
主な目的としては、金華山・江島・出島などの女川町内
や近隣への交通拠点として築かれたものであるが、銚子
港に関しては、東北地方や江戸などの遠方への物資輸送
の中継港として、発展していった。そのため、他地域と
の交流が非常に活発であったことが、女川町と異なる点
であると考えられる。 
７．結論 
調査地北部で無数の姓名が集落を構成しているのは、
利根川に面しており、水運の拠点であった銚子港がある
ことにより、様々な地方から人々が往来し、近代的な漁
村集落が出来上がったためだはないと考えられる。 
対する調査地南部に、特定の姓名で構成される古い漁村
集落の特徴が見られるのは、古くから自給自足の生活や、
漁業を生業とする人々が多く、北部の人間との摩擦もあ
った為、姓名の拡大が多く見られず、古い漁村集落に見
られる独立した集落形成が続いていると考えられる。し
かし、調査地全体で、同一の姓名が隣接若しくは近隣に
分布する傾向が近代的な発展を遂げた北部でも小さな範
囲で各地域で見られ、古い漁村集落の集落形成の名残が
残っていると考えられる。 
銚子という街は、北部は近代的な漁村集落の集落形成で
あり、南部は古い漁村集落の集落形成がなされる住み分
けが見られつつも、小さな範囲の各所では、古い漁村集
落の特徴の名残が全体的に残存している極めて珍しい二
面性を併せ持つ集落形成がなされていると考察すること
が出来た。 
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